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椛島健治編, 医学書院) : 599-600, 2022.

室田浩之：皮膚掻痒症. 日常診療に活かす 診療ガイドラインUP-TO-DATE 2022-2023 (門脇孝, 小室一成, 宮地良樹監修, 
メディカルレビュー社) : 719-723, 2022.

室田浩之：皮膚掻痒症. 皮膚科診療　秘伝の書. (神人正寿, 常深祐一郎編, 南江堂) : 32-37, 2022.

室田浩之：【生理機能検査法】発汗検査. 皮膚疾患診療実践ガイド : 診察室ですぐに役立つ卓上リファレンス (第3版). 
(宮地良樹監修, 文光堂) :  2022.

田崎典子, 森嵜仁美, 浅井　幸, 竹中　基, 原田康平, 上松聖典, 室田浩之：刺激誘発型蕁麻疹・接触皮膚炎・その他の皮膚
アレルギー ウェットティッシュ清拭が原因と考えられた難治性眼瞼炎の一例. アレルギー 71(6-7): 824, 2022.

室田浩之：眼にまつわる皮膚疾患 皮膚科医の視点. 眼科臨床紀要 15(6): 426, 2022.

室田浩之, 村山直也：油症患者における皮膚ガス分析. 食品を介したダイオキシン類等の人体への影響の把握とその治
療法の開発等に関する研究（厚生労働行政推進調査事業費食品の安全確保推進研究事業）令和3年度総括・分担研究報
告書. (研究代表者：辻 学 編) : 54-57, 2022.
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里見直義, 松本舞, 渡辺華子, 森嵜仁美, 室田浩之：テルビナフィン内服後に生じた血小板減少症. 西日本皮膚科 84(2): 
155-156, 2022.

中島真帆, 岩永聰, 中村俊介, 室田浩之：ヨード含有軟膏使用による医原性甲状腺機能低下症を呈したWerner症候群の1
例. 西日本皮膚科 84(2): 155, 2022.

芦田美輪, 室田浩之, 小泉理沙, 芦塚翔子, 小川文秀：Hair tourniquet syndromeの1例. 西日本皮膚科 84(2): 155, 2022.

小池雄太：創傷治癒過程における表皮角化細胞の上皮間葉移行. 西日本皮膚科 84(2): 156, 2022.

竹中　基, 室田浩之, 西本勝太郎：長崎大学で同定した真菌症(スポロトリコーシス、表在性皮膚真菌症)の疫学的検討. 
西日本皮膚科 84(2): 157-158, 2022.

深水文惠, 村山直也, 渡辺華子, 小池雄太, 計盛幸子, 室田浩之：電子顕微鏡検査を施行しLangerhans細胞組織球症と診断
した1例. 西日本皮膚科 84(2): 159, 2022.

山脇健司, 鍬塚さやか, 渡辺華子, 里見直義, 鍬塚　大, 芦田美輪, 竹中　基, 穐山雄一郎, 一ノ瀬弥久, 室田浩之：長崎大学
病院皮膚科アレルギー科にて経験したコロナワクチンの皮疹12例について. 西日本皮膚科 84(2): 159, 2022.

小池雄太：【乾癬を基礎と臨床から見つめ直す】乾癬病態のバイプレイヤーズ. 西日本皮膚科 84(3): 253, 2022.

渡辺華子, 里見直義, 芦田美輪, 鍬塚さやか, 小池雄太, 水田玲美, 迎　寛, 上木　望, 室田浩之：コロナワクチン接種後に生
じた皮膚症状に対する病理組織学的検討. 西日本皮膚科 84(3): 260, 2022.

室田浩之：アトピー性皮膚炎の臨床的特徴に関する考察. 西日本皮膚科 84(3): 260, 2022.

鍬塚　大, 村山直也, 室田浩之, 小川文秀, 吉本　浩：上腕外側に生じた紫紅色の皮下腫瘍の2例 皮膚動静脈奇形と動静脈
瘻. 西日本皮膚科 84(2): 157, 2022.

下農真弘, 浅井幸, 里見直義, 加藤丈晴, 室田浩之:：巨大原発性皮膚びまん性大細胞型B細胞リンパ腫、下肢型の1例. 西日
本皮膚科 84(2): 157, 2022.

松本　舞, 竹中　基, 富田義人, 有馬和彦, 青柳　潔, 瀧原圭子, 室田浩之：大学新入生を対象とした口腔アレルギー症候群
の後方視的な実態調査. 西日本皮膚科 84(2): 158, 2022.

渡辺華子, 小池雄太, 森嵜仁美, 鍬塚さやか, 室田浩之, 小川文秀：痔疾患用外用剤による接触皮膚炎症候群の1例. 西日本
皮膚科 84(2): 158, 2022.

竹中　基, 松本　舞, 室田浩之：長崎大学におけるデュピルマブの使用経験 EASI、POEM.NRSによる17例の経時的検討
とHIV陽性例への使用経験. 西日本皮膚科 84(2): 158-159, 2022.

下農真弘, 小池雄太, 里見直義, 森嵜仁美, 芦田美輪, 室田浩之：診断時精査で3重複癌が判明した、抗TIF1γ抗体陽性皮膚
筋炎の2例. 西日本皮膚科 84(3): 269, 2022.

室田浩之：アトピー性皮膚炎寛解維持の要件と課題. 西日本皮膚科 84(5): 469, 2022.

鍬塚　大, 岩永　聰, 宇谷厚志, 室田浩之, 富村沙織, 郡家佑美, 中沢由華, 荻　朋男：長崎大学病院皮膚科・アレルギー科
を受診した色素性乾皮症患者の解析と考察. 西日本皮膚科 84(6): 574, 2022.

芦塚賢美, 竹中　基, 西本勝太郎：Scedosporium aurantiacum感染による深在性皮膚真菌症の一例. 日本医真菌学会雑誌 
63(S1): 126, 2022.

室田浩之：アトピー性皮膚炎診療の未来展望. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1123, 2022.

宮部千恵, 浅井純, 石井貴之, 岩田洋平, 内山明彦, 小川陽一, 岡村　賢, 岸部麻里, 小池雄太, 小寺雅也, 壽　順久, 藤本徳毅, 
宮城拓也, 山口由衣, 吉崎　歩, 大森礼子, 浅野善英：ガイドラインに基づいた膠原病・血管炎に伴う皮膚潰瘍の治療. 日
本皮膚科学会雑誌 132(5): 1137, 2022.

室田浩之：そう痒を伴う疾患ごとの痒みの特徴. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1153, 2022.

村山直也, 室田浩之, 田中義正：発汗を制御する新帥創薬. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1163, 2022.

小池雄太：乾癬と皮膚マイクロバイオーム. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1187, 2022.

室田浩之：地肌力(特に保湿力)について考える 角化細胞、皮脂、汗の保湿力. 日本臨床皮膚科医会雑誌 39(2): 193, 
2022.

室田浩之：「拡大する多汗症の知見と治療選択肢」 多汗症のQOL・疾病負荷. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1243, 2022.

森嵜仁美, 竹中　基, 里見直義, 松本　舞, 村山直也, 田原麻衣子, 河上強志, 五十嵐良明, 室田浩之：留置外套針によるアレ
ルギー性接触皮膚炎の1例. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1303, 2022.

村山千秋, 村山直也, 鍬塚　大, 佐藤泉美, 室田浩之：長崎県の地理的特徴がメラノーマ患者の受診動向に及ぼす影響:単
施設後方視的観察研究. 日本皮膚科学会雑誌 132(5): 1363, 2022.
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江原大輔, 山口小百合, 安井　潔, 村岡大輔, 岡本幸子, 峰野純一, 室田浩之, 池田裕明：Development of adoptive cell 
therapy that overcomes tumor heterogeneity utilizing immune cell-death inducer(IDI. 日本癌学会総会記事 81回: P-2231, 
2022.

室田浩之：発汗と疼痛 無汗症に伴う疼痛発作 皮膚科の立場から. 日本自律神経学会総会プログラム・抄録集 75回: 84, 
2022.

永井佑佳, 森崎仁美, 松本　舞, 室田浩之, 濱田友貴：長崎県の魚介類アレルギー患者におけるIgE抗体の反応性. 日本食品
衛生学会学術講演会講演要旨集 118回: 51, 2022.

永井佑佳, 森崎仁美, 松本　舞, 室田浩之, 濱田友貴：長崎県における魚介類アレルギーに関わるIgG抗体の検索. 日本食品
衛生学会学術講演会講演要旨集 118回: 52, 2022.

村山直也, 室田浩之, 田中義正：温暖化と体温調節 発汗を制御する新規創薬. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 30
回: 17, 2022.

室田浩之：アトピー性皮膚炎と汗～保湿剤の効果と最近の話題～. 神奈川県皮膚科医会会報 : 51-52, 2022.

安井　潔, 岡田怜美, 江原大輔, 魚谷周平, 森　爽太, 岡本幸子, 峰野純一, 村岡大輔, 江口　晋, 室田浩之, 池田裕明：腫瘍不

均一性の克服へ向けた「ステルスT細胞」を用いたがん免疫療法の開発. 日本がん免疫学会総会プログラム・抄録集 26
回: 135, 2022.

竹中 基,室田浩之：九州ブロック企画(8)長崎:多くの島々と海から成る長崎県の皮膚病診療に課せられた課題 遠隔医療 
長崎での取り組み. 日本臨床皮膚科医会雑誌 39(2): 239, 2022.

鍬塚　大：九州ブロック企画(8)長崎:多くの島々と海から成る長崎県の皮膚病診療に課せられた課題　長崎県内での皮

膚がん診療　地域差と課題(メラノーマを中心に). 日本臨床皮膚科医会雑誌  39(2): 238, 2022.

鍬塚　大：コロナ禍における病院と地域の状況(長崎県の場合).. 日本臨床皮膚科医会雑誌  39(2): 265, 2022.

竹中　基：爪白癬の疫学と外用治療. 日本臨床皮膚科医会雑誌  39(2): 273, 2022.

川部僚子, 外村香子, 壽順久, 植田郁子, 藤本学, 室田浩之：SARS-CoV2感染後にリベド血管症が増悪した1例. 皮膚の科学 
21(1): 53, 2022.

川部僚子, 外村香子, 壽　順久, 植田郁子, 藤本　学, 室田浩之：SARS-CoV2感染後にリベド血管症が増悪した1例. 皮膚の
科学 21(1): 53, 2022.

早稲田朋香, 室田浩之：激しい疼痛を伴う無汗症症例に対する薬物による疼痛緩和の治療経験. 日本皮膚免疫アレル

ギー学会総会学術大会プログラム・抄録集 52回: 208, 2022.

藤田浩之, 有馬和彦, 吉田拓生, 室田浩之：本邦における皮膚科医による結節性痒疹の診療実態. 日本皮膚免疫アレルギー

学会総会学術大会プログラム・抄録集 52回: 209, 2022.

室田浩之, 有馬和彦, 吉田拓生, 藤田浩之：本邦における結節性痒疹患者の疾病負荷と治療満足度. 日本皮膚免疫アレル

ギー学会総会学術大会プログラム・抄録集 52回: 209, 2022.

芦田美輪：膠原病患者における定量的軸索反射性発汗試験(QSART)を用いた発汗反応の評価. 日本発汗学会総会プログ
ラム・抄録集 30回: 19, 2022.

早稲田朋香, 室田浩之：疼痛を伴う無汗症例に対しプロプラノロールを投与した2例. 日本発汗学会総会プログラム・抄
録集 30回: 40, 2022.

中島真帆, 竹中　基, 室田浩之之：ベキサロテン内服が有効だったIndolent type ATLの1例. 日本皮膚悪性腫瘍学会学術大

会プログラム・抄録集 38回: 131, 2022.

室田浩之：医療経済から考えるアトピー性皮膚炎治療. 日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会プログラム・抄録集 
52回: 136, 2022.

室田浩之：アトピー性皮膚炎治療の軸. 日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会プログラム・抄録集 52回: 151, 
2022.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

合計 総計

2022 20 5 0 0 5 2330 3 29 15 1

A-c

76

129

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a B-b B-c

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

96.500

71

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

12.063 4.196

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2022

51

A-b

学会

欧文論文総数 教員生産係数

0 1 4 5 20 8 43

SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

総計

2022 0.233 3.750 0.767 2.875

99

B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ


